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2田原市議会だより 第96号（2025年1月）

芦ヶ池農業公園整備等の
補正予算を含む全１３議案を可決

民
間
事
業
者
か
ら
の
提
案
を
基
に
サ
ン
テ
パ
ル
ク
田
原

（
芦
ヶ
池
農
業
公
園
）
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。
令
和

10
年
1
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
お

り
、
そ
の
後
の
運
営
を
令
和
28
年
度
ま
で
民
間
事
業
者

が
行
う
予
定
で
す
。

議
案
第
68
号
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

サ
ン
テ
パ
ル
ク
田
原
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す

このようなことが決まりました
令和６年 第４回 定例会（12月3日～12月18日）

	 市長提出議案	 １３件

令和６年第４回定例会を１２月３日から１２月１８日まで開催しました。
令和６年度一般会計補正予算を含む市長提出議案１３件は、いずれも原案のとおり
同意・承認・可決しました。

▷関連４～５ページ
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田
原
市
議
会
議
長　

中
神
靖
典

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝

か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
よ
り
、
第
２
次
田
原
市
総

合
計
画
に
基
づ
く
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
が
始
ま
り
、
将
来
都
市
像
を
「
う

る
お
い
と
活
力
あ
ふ
れ
る
ガ
ー
デ
ン

シ
テ
ィ
～
み
ん
な
が
し
あ
わ
せ
を
実

現
で
き
る
ま
ち
～
」
と
掲
げ
、
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。さ

て
、
市
議
会
は
昨
年
、
市
長
に

政
策
提
言
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
こ

の
提
言
書
は
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
頂

い
た
ご
意
見
を
参
考
に
、
本
市
が
抱

え
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
議
員
全

員
が
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
だ
成
果

を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
今
年
も
引
き

続
き
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
お
声
を
市

政
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の

ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
を

　
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
7
年
4
月
1
日
か
ら
可
燃
ご
み
と
生
ご
み
の
処
理

に
関
す
る
事
務
を
豊
橋
市
に
委
託
し
ま
す
。
可
燃
ご
み

の
処
理
に
関
す
る
事
務
の
委
託
期
間
は
、
豊
橋
市
内
に

整
備
中
の
新
処
理
場
が
完
成
す
る
ま
で
の
間
で
す
。

議
案
第
65
号
田
原
市
と
豊
橋
市
と
の
間
の
可
燃
ご
み
の
処
理
に
関
す
る
事
務
の
委
託

議
案
第
66
号
田
原
市
と
豊
橋
市
と
の
間
の
生
ご
み
の
処
理
に
関
す
る
事
務
の
委
託

議
案
第
64
号
田
原
市
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

可
燃
ご
み
・
生
ご
み
の
処
理
を

豊
橋
市
に
委
託
し
ま
す

学
校
施
設
開
放
で
使
用
す
る
空
調

設
備
の
使
用
料
を
新
設
し
ま
す

学
校
施
設
開
放
で
、
童
浦
小
学
校
の
新
屋
内
運
動
場
の

空
調
設
備
を
使
用
す
る
た
め
の
料
金
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
使
用
料
は
1
時
間
当
た
り
6
5
0
円
で
、
令
和
7

年
4
月
1
日
か
ら
の
運
用
と
な
り
ま
す
。



4田原市議会だより 第96号（2025年1月）

議
案 

№
64

小
学
校
屋
内
運
動
場
の
空
調
設
備
使
用
料

問	

空
調
設
備
使
用
料
が
1
時
間
6
5
0
円

と
算
定
さ
れ
た
根
拠
は
。

答 
類
似
施
設
で
あ
る
田
原
市
総
合
体
育
館

の
現
行
使
用
料
と
の
比
較
等
を
行
い
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
公
平
性
に
つ
い
て
考

慮
し
た
。

問	

童
浦
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
は
、
複
数

団
体
が
利
用
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ

の
際
の
空
調
設
備
使
用
料
の
取
り
扱
い

は
。

答 

空
調
設
備
の
構
造
上
、
半
面
で
の
使
用

等
利
用
部
分
を
区
切
っ
て
の
空
調
設
備

の
使
用
や
料
金
設
定
は
想
定
し
て
い
な

い
た
め
、
使
用
者
の
負
担
が
重
複
し
な

い
よ
う
、
申
請
時
に
取
り
扱
い
を
十
分

に
説
明
し
て
い
く
。

問	

施
行
期
日
を
令
和
7
年
4
月
1
日
と
し

た
理
由
は
。

答 

各
学
校
の
施
設
管
理
者
と
の
運
用
に
係

る
調
整
期
間
や
周
知
期
間
等
を
考
慮
し

た
た
め
。

議
案 

№
65

豊
橋
市
へ
の
可
燃
ご
み
の
処
理
に
関
す
る
事

務
委
託

問	

可
燃
ご
み
の
処
理
に
関
す
る
事
務
委
託

の
内
容
と
は
。

答 

田
原
市
と
豊
橋
市
の
広
域
ご
み
処
理
施

設
が
稼
働
す
る
ま
で
の
間
、
田
原
市
内

で
収
集
し
、
豊
橋
市
資
源
化
セ
ン
タ
ー

へ
搬
入
し
た
可
燃
ご
み
の
焼
却
処
理
に

関
す
る
施
設
運
営
全
般
の
事
務
の
管
理

お
よ
び
執
行
に
つ
い
て
、
事
務
委
託
す

る
も
の
で
あ
る
。

議
案 

№
66

豊
橋
市
へ
の
生
ご
み
の
処
理
に
関
す
る
事
務

委
託

問	

生
ご
み
の
処
理
に
関
す
る
事
務
委
託
の

内
容
と
は
。

答 

田
原
市
内
で
収
集
し
、
豊
橋
市
バ
イ
オ

マ
ス
利
活
用
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
し
た
生

ご
み
の
処
理
に
関
す
る
施
設
運
営
全
般

の
事
務
の
管
理
お
よ
び
執
行
に
つ
い

て
、
事
務
委
託
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
12
／
10 

文
教
厚
生
委
員
会
）

議
案 

№
73

市
職
員
の
給
与
の
改
正

問	

今
回
の
改
正
内
容
は
本
年
8
月
に
人
事

院
か
ら
出
さ
れ
た
人
事
院
勧
告
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

行
政
職
給
料
表
に
つ
い
て
も
、
全
て
人

事
院
勧
告
に
沿
っ
た
内
容
と
な
っ
て
い

る
の
か
。

答 

本
年
8
月
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、

国
の
給
与
法
の
改
正
が
な
さ
れ
る
見
込

み
で
あ
り
、
行
政
職
給
料
表
に
つ
い
て

も
、
令
和
6
年
度
適
用
分
の
人
事
院
勧

告
に
沿
っ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

問	

本
市
の
職
員
採
用
試
験
の
応
募
者
が
減

少
し
て
い
る
中
で
、
民
間
に
お
い
て
も

給
料
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
て
お

り
、
若
手
人
材
確
保
に
向
け
た
競
争
力

を
高
め
る
た
め
、
特
に
新
規
採
用
職
員

な
ど
の
若
年
層
が
分
布
す
る
部
分
を
市

独
自
に
増
額
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答 

今
回
の
改
定
で
は
、
若
年
層
を
中
心
に

給
料
表
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
お

り
、
人
事
院
勧
告
に
つ
い
て
は
、
民
間

企
業
の
給
与
水
準
を
勘
案
し
て
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
事
院
勧
告
に

沿
っ
た
改
正
で
あ
っ
て
も
十
分
に
受
験

者
へ
の
動
機
付
け
に
な
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。（

12
／
10 

総
務
産
業
委
員
会
）

議案に対する
委員会・本会議での

議員の質疑・意見です

主な質疑

▪
令
和
6
年
第
4
回
定
例
会
議
案
一
覧

議
案
番
号

市
長
提
出
議
案

62
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

（
杉
原
　
三
高
　
氏
）

63
田
原
市
遺
児
手
当
支
給
条
例
の
一
部
改
正

64
田
原
市
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部

改
正

65
田
原
市
と
豊
橋
市
と
の
間
の
可
燃
ご
み
の

処
理
に
関
す
る
事
務
の
委
託

66
田
原
市
と
豊
橋
市
と
の
間
の
生
ご
み
の

処
理
に
関
す
る
事
務
の
委
託

67
専
決
処
分
の
承
認
（
令
和
6
年
度
田
原
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
））

令
和
6
年
度
補
正
予
算

68
一
般
会
計
（
第
4
号
）

▪
追
加
議
案

議
案
番
号

市
長
提
出
議
案

69
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

70
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及

び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

71
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及

び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

72
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間

そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

73
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

令
和
6
年
度
補
正
予
算

74
一
般
会
計
（
第
5
号
）

※
議
案
番
号
欄
が
白
の
議
案
は
、

　
賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
で
す
。
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議
案 

№
68

し
尿
収
集
処
理
運
営
事
業

問	
し
尿
収
集
処
理
運
営
事
業
の
く
み
取
り

業
務
を
債
務
負
担
に
す
る
内
容
は
。

答 

市
の
直
営
で
行
っ
て
い
る
、
し
尿
の
く

み
取
り
業
務
の
受
け
付
け
か
ら
、
く
み

取
り
作
業
、
し
尿
等
受
入
施
設
へ
の
投

入
ま
で
を
令
和
7
年
4
月
か
ら
民
間
に

委
託
す
る
た
め
、
今
年
度
中
に
契
約
を

行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
債
務
負

担
行
為
補
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

問	

こ
れ
ま
で
市
の
直
営
で
行
っ
て
い
た
業

務
を
民
間
へ
委
託
す
る
よ
う
に
な
っ
た

経
緯
は
。

答 

し
尿
等
の
く
み
取
り
の
量
は
、
ピ
ー
ク

時
の
3
・
7
％
ほ
ど
と
な
り
、
年
々
減

少
傾
向
に
あ
り
、
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
の

維
持
管
理
お
よ
び
更
新
費
用
に
は
高
額

な
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
も
考

慮
し
て
、
く
み
取
り
業
務
を
専
門
の
民

間
へ
委
託
す
る
こ
と
で
、経
費
の
削
減
、

効
率
化
お
よ
び
事
務
改
善
を
図
る
も
の

で
あ
る
。

問	

ど
の
く
ら
い
経
費
が
削
減
さ
れ
る
の
か
。

答 

車
両
の
更
新
も
見
据
え
た
10
年
間
の
長

期
的
な
試
算
で
、
直
営
よ
り
も
民
間
に

委
託
す
る
方
が
、
約
3
4
0
0
万
円
の

経
費
削
減
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

芦
ヶ
池
農
業
公
園
整
備
運
営
事
業

問	

45
億
7
千
万
円
と
い
う
金
額
が
当
初
予

算
で
は
な
く
、
補
正
予
算
で
上
が
っ
た

理
由
は
。

答 

現
在
の
施
設
が
約
30
年
を
迎
え
て
お

り
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
不
具
合
等

が
発
生
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
早
期
に
改

善
し
て
い
く
た
め
、
こ
の
時
期
に
取
り

組
む
も
の
で
あ
る
。
公
表
し
て
き
た
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
こ
の
事
業
の
公
募
を
か
け
る

段
階
で
予
算
の
確
保
が
必
要
と
な
り
、

こ
の
時
期
と
な
っ
た
。

問	

45
億
7
千
万
円
と
い
う
数
字
は
、
何
を

基
準
に
出
し
て
い
る
の
か
。

答 

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
委
託
業
務
の

中
で
試
算
を
し
て
い
る
。
基
本
構
想
の

試
算
や
、
現
在
の
市
の
運
営
に
係
る
実

績
経
費
な
ど
に
基
づ
き
、設
計
、建
設
、

維
持
管
理
、
運
営
等
業
務
に
係
る
22
年

間
の
費
用
の
支
出
の
総
額
を
算
定
し
て

い
る
。

（
12
／
12 

予
算
決
算
委
員
会
）

議
案 

№
70

議
員
期
末
手
当
支
給
割
合
の
引
き
上
げ

	

反
対
（
岡
本
重
明
）	

人
事
院
勧
告
は
行
政
職
員
に
対
す
る
勧
告
で

あ
る
。
会
派
に
所
属
し
て
多
数
の
意
見
に
混

ざ
り
込
み
、
あ
た
か
も
正
論
の
よ
う
に
答
弁

を
行
う
が
、
議
員
と
し
て
の
職
務
で
あ
る
政

策
提
言
す
ら
ま
と
も
に
出
せ
な
い
現
時
点
の

我
々
の
ス
キ
ル
に
お
い
て
、
議
員
報
酬
の
引

き
上
げ
に
つ
な
が
る
本
議
案
に
は
反
対
で
あ

る
。

	

賛
成
（
山
上
勝
由
）	

国
や
他
の
地
方
公
共
団
体
と
の
均
衡
を
図
る

と
と
も
に
、
議
員
の
成
り
手
不
足
対
策
と
し

て
も
適
正
な
報
酬
制
度
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
さ
き
の
12
月
12
日
の
予
算
決
算
委
員
会

で
審
議
し
た
、
議
員
の
期
末
手
当
の
引
き
上

げ
分
を
含
む
、
議
案
第
74
号
令
和
6
年
度
田

原
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
）
を
全

会
一
致
で
可
決
し
て
お
り
、
岡
本
議
員
の
反

対
は
整
合
性
が
つ
か
な
い
。
よ
っ
て
本
議
案

に
は
賛
成
す
る
。

賛否が分かれた議案
▪議案第70号　「議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正」

結　果
（賛成:反対）

可決
（16：1）◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ × ◦ ◦ ◦ ◦ －

〇…賛成　×…反対　−…議長は議決に加わらない

▽
愛
知
県
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関
す
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書他

1
件

　

文
教
厚
生
委
員
会
で
審
査
し
た
結
果
、

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

※
陳
情
結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
陳
情
を
審
査
し
ま
し
た

議案に対する
本会議での議員
の賛成・反対の

表明です

討　論

小
川
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一

内
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史
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山
上
　
勝
由

真
野
　
尚
功

古
川
　
美
栄

岡
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貴
夫

中
村
健
太
郎

岡
本
　
重
明

古
川
　
幸
宏

中
野
　
哲
伸

平
松
　
昭
徳

内
藤
喜
久
枝

中
神
　
靖
典
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動画へ
GO

※ＨＰＶ
ヒトパピローマウイルス（Human papillomavirus）の
略。子宮頸がんなどの原因となるウイルス感染症のこと。

※ラーケーション
ラーニング（学習）とバケーション（休暇）を組み合わ
せた造語で、公立の小中学校と高校などで平日に年間3
日の休みが取れるという取り組み。保護者との校外学習
をするために設けられるもので、欠席扱いにはならない。

問 	 本市のオーガニック給食の現状は。
答  市内の有機農法等に取り組む団体と、有機農産物

を給食の食材の一部で使用するよう意見交換が始
まっている。

問 	 有機JAS認証ではなく、生産方法に応じて分類し、
給食に使用する農産物を市独自で認定する必要性
等を探るため、協議会を設置するなどして検討し
ていく考えは。

答  現時点では考えていないが、オーガニック食材使
用についても可能性を探っていく。

問 	 オーガニック食材を購入する際の価格を給食費に
上乗せしないような措置は取れるのか。

答  現在、給食費一食当たり小学生20円、中学生40
円を急激な物価高騰対策として市が負担してい
る。限られた予算の範囲内で給食を提供するため、
保護者負担についても検討していく必要がある。

問 	 農産物を給食センターに直接搬入することは生産
者の負担があるため、集荷や配送などの物流の仕

オーガニック給食の取り組みについて
組みを整備する考えは。

答  原則、直接納入をお願いしているが、食材納品の
仕組み等もさまざまな課題の一つとして研究して
いく。

問 	 オーガニック食材の生産現場として、遊休農地を
活用する場合の課題をどのように捉えているのか。

答  耕作可能な農地にするためにはコストがかかるこ
とや、周囲の農地からの農薬の飛来防止の措置、
逆に周囲に対して病害虫の被害を与えないよう配
慮するなど、それぞれの農業者がお互いの農業を
理解し、十分な対策を取ることが必要である。

有機食材の一部使用について意見交換が始まっている

本市のオーガニック給食の現状は

自由民主党田原市議団
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市民クラブ

柳
やなぎ

元
もと

  浩
ひろ

幸
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平
ひら

松
まつ

  昭
あき

徳
のり

公明党田原市議団

辻
つじ

  史
ふみ

子
こ

国民民主党田原市議団

中
なか

村
むら

  健
けん

太
た

郎
ろう

青嵐会

岡
おか

本
もと

  重
しげ

明
あき

ここが聞きたい

一般質問
一般質問とは、議員が自身の考えや市民の皆さんの声をもとに市
の行財政全般について方針や執行状況などを質問することです。
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ここが聞きたい 般一 質 問

田原市議会だより 第96号（2025年1月）

問 	 児童生徒1人1台端末は、令和7年度中から更新が必
要となる。更新の際に懸念される事項とその対応は。

答  適正に処分されず、不法投棄や不正に海外に輸出
されるなどの社会問題につながることや、データ
消去が適切に実施されず、個人情報漏えい等の問
題が危惧される。その対応として小型家電リサイ
クル法に基づく認定事業者への処理委託等につい
て、情報収集や他市との情報共有を進めている。

問 	 現役世代と仮想将来世代に分かれたグループがさ
まざまな将来課題について議論することが有効だ
と言われているが、本市での活用は。

答  政策決定などにおいて、将来世代の利益を踏まえ
た議論は欠かせないため、必要に応じてそのよう
な手法の活用を考えていく。

問 	 男性へのHPVワクチンの接種費用を助成する自
治体が全国で増えている。子宮頸がん予防の仕組
みづくりの一つとして、男性のHPVワクチン接
種についての考え方は。

答  令和6年3月に実施された厚生科学審議会では、有
効性と安全性が認められたが、費用対効果に課題
がある等の意見があり、再度評価を行うことと
なっている。男性に対する接種については、引き
続き国の動向を注視して検討していく。

国の動向を注視して検討していく

男性のHPVワクチン接種についての考え方は

子宮頸がん予防の取り組みについてGIGAスクール構想の下で整備された
端末の更新について

フューチャー・デザイン（※）の積極
的な活用について

※フューチャー・デザイン
政策形成に当たり現代に生きる人のみならず、まだ生ま
れていない将来に生きる人々をも利害関係者として捉
え、仮想将来世代と現役世代の双方の視点を持って考え
る事で解決を見出すもの。

動画へ
GO
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まこと

中
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野
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由
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小
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川
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　貴
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夫
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内藤喜久枝
小
お

川
がわ

　金
きん

一
いち

岡
おか

本
もと

　重
しげ

明
あき

一般質問

公明党田原市議団
辻
つじ

  史
ふみ

子
こ

Ｐ 6 真
ま

野
の

　尚
ひさ

功
かつ

オーガニック給食の取り組みについて
Ｐ 7 辻󠄀

つじ

　　史
ふみ

子
こ

GIGAスクール構想の下で整備された端末の更新について
フューチャー・デザインの積極的な活用について
子宮頸がん予防の取り組みについて

Ｐ 8 村
むら

上
かみ

　　誠
まこと

令和7年度予算の編成について
Ｐ 8 中

なか

野
の

　哲
あき

伸
のぶ

渥美半島花火大会について
Ｐ 9 山

やま

上
かみ

　勝
かつ

由
よし

田原市スポーツ推進計画について
Ｐ 10 小

お

川
がわ

　貴
たか

夫
お

人口増加施策について
Ｐ 10 中

なか

村
むら

健
けん

太
た

郎
ろう

市内在住の外国人に関する施策について
Ｐ 11 内

ない

藤
とう

喜
き

久
く

枝
え

赤羽根市民センター・赤羽根文化会館の再編について
Ｐ 12 小

お

川
がわ

　金
きん

一
いち

たはら農業プランの取り組みについて
Ｐ 13 岡

おか

本
もと

　重
しげ

明
あき

市民に優しいまちづくりについて

※
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
車

走
行
時
に
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
排
出
ガ
ス
を
出
さ
な
い
車
の
こ
と
。
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動画へ
GO

動画へ
GO

※ＨＰＶ
ヒトパピローマウイルス（Human papillomavirus）の
略。子宮頸がんなどの原因となるウイルス感染症のこと。

※ラーケーション
ラーニング（学習）とバケーション（休暇）を組み合わ
せた造語で、公立の小中学校と高校などで平日に年間3
日の休みが取れるという取り組み。保護者との校外学習
をするために設けられるもので、欠席扱いにはならない。

問 	 今後の財政見通しは。
答  令和7年度から3カ年の一般会計の予算規模は、令

和7年度は国の子育て施策などの制度改正や実施
計画に連動した大規模事業などの影響により、本
年度当初予算の319億円から一時的に340億円程
度に上昇するが、令和8年度以降は330億円前後
で推移するものと見込んでいる。

問 	 予算編成の基本方針は。
答  予算編成に当たっての施策立案の方向性を示すも

のであり、総合計画およびデジタル田園都市国家
構想総合戦略の着実な実施、社会情勢の変化に対
応するための取り組み、公共施設・インフラの適
正管理の推進、持続可能な行財政基盤の確立の4
つを掲げている。

問 	 予算編成の基本方針を踏まえた重点施策の狙いは。
答  総合計画の基本計画における３つの重点テーマを

掲げ、将来都市像の実現を目指すことを狙いとし
ている。「住み続けたいまちづくり」では、子ど
もを安心して生み育てられる環境づくりの推進

と、誰もが暮らしやすいまちづくりを目指してい
く。「住んでみたい・訪ねてみたいまちづくり」
では、農水産業者、商工業者への経済活動支援や、
シティセールスの推進、地域資源を生かした魅力
あふれるまちづくりを目指していく。「未来につ
ながるまちづくり」では、利便性の向上や安心・
安全で暮らしやすい環境づくりの推進と、持続可
能な行財政運営を目指していく。

問 	 超高齢化社会での新たな課題に対する財政運営の
考え方は。

答  新たに必要となる施策を推進するためには、行政
サービスのスリム化を図るとともに、地域経済の
活性化と好循環を促し、市税等の財源確保につな
げることが必要である。これらに加え、国・県の
補助制度、市債、各種基金を計画的にバランス良
く運用し、持続可能な財政運営を維持することが
重要である。

令和7年度予算の編成について

総合計画の基本計画における３つの重点テーマを掲げ、
将来都市像の実現を目指す

予算編成の基本方針を踏まえた重点施策の
狙いは

渥
美
半
島
花
火
大
会
に
つ
い
て

問	

渥
美
半
島
花
火
大
会
に
対
す
る
支
援
の
目
的
は
、
誘
客
に
よ
る

観
光
消
費
拡
大
お
よ
び
市
民
交
流
の
促
進
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
視
点
か
ら
、
今
回
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の

か
。

答 

市
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
を
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
や
、

有
料
観
客
席
の
売
り
上
げ
お
よ
び
屋
台
村
の
盛
況
か
ら
、
支
援

目
的
の
一
つ
で
あ
る
誘
客
に
よ
る
観
光
消
費
の
拡
大
に
つ
な

が
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
市
民
の
方
々
が
参
加

し
た
こ
と
や
、
観
光
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
セ
ッ
ト
に
し
た
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
通
じ
て
、
市
外
か
ら
の
来
訪
者
と
の
交
流
が
図

ら
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
も
う
一
つ
の
支
援
目
的
で
あ
る
市
民

交
流
の
促
進
の
第
一
歩
に
な
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
以
上
の

こ
と
か
ら
、
今
回
の
第
１
回
渥
美
半
島
花
火
大
会
は
、
本
市
に

お
け
る
新
た
な
ナ
イ
ト
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、
素
晴
ら
し

い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
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ここが聞きたい 般一 質 問

田原市議会だより 第96号（2025年1月）

問 	 計画に挙げられている4つの課題への取り組みの
進捗は。

答  市内外の方がみんなでスポーツを楽しめるまちを
目指して取り組んできた。課題の1点目、スポー
ツの機会の充実では、一流アスリートによるス
ポーツ教室の開催や、ニュースポーツの市政ほー
もん講座等充実を図った。2点目、スポーツ組織・
人材の充実では、なのはなスポーツクラブの拡充
や、市内スポーツ団体の活動支援など、スポーツ
振興を支える基盤整備を実施した。3点目、スポー
ツ施設の整備・充実では、老朽化施設の更新や長
寿命化などを実施した。4点目、スポーツによる
地域活性化では、海外・市外からの誘客や交流人
口の増加につながるスポーツ大会や観光スポーツ
イベントの開催支援を行った。

問 	 次期計画策定における市の体制は。
答  庁内に検討会議を設置したり、有識者やスポーツ

団体、地域団体などが参加する組織を立ち上げる。

問 	 次期計画策定のスケジュールは。
答  現行計画の進捗や課題を整理し、令和8年3月に計

画の策定および発表をする。

問 	 スケートボードやダンスなどの新たに注目された
スポーツの振興を、次期計画にどのように取り入
れていくのか。

答  市民やスポーツ団体などへのアンケート調査やヒ
アリングを予定している。また、世界のスポーツ
の潮流を踏まえ、スポーツの多様化にも目を向け
た計画としていきたい。

田原市スポーツ推進計画について

市内外の方がスポーツを楽しめるまちを目指して取り組んできた

田原市スポーツ推進計画の課題への
取り組みの進捗は

問	

渥
美
半
島
花
火
大
会
を
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め

に
、
市
は
こ
の
大
会
を
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
る
の
か
。

答 

ま
ず
は
、
市
外
来
訪
者
の
滞
在
時
間
を
増
や
す
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
。
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
が
少
な
い
時
期
に
市
外
か
ら
観

光
客
を
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き
る
こ
の
大
会
を
有
効
活
用
し
、

本
市
の
観
光
の
魅
力
に
触
れ
て
も
ら
う
取
り
組
み
に
よ
り
、
一

年
を
通
し
て
何
度
で
も
本
市
を
訪
れ
て
も
ら
え
る
リ
ピ
ー
タ
ー

を
増
や
す
こ
と
で
、
こ
の
大
会
を
市
内
全
域
に
経
済
波
及
効
果

が
及
ぶ
イ
ベ
ン
ト
に
発
展
さ
せ
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
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と
。
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動画へ
GO

動画へ
GO

※ＨＰＶ
ヒトパピローマウイルス（Human papillomavirus）の
略。子宮頸がんなどの原因となるウイルス感染症のこと。

※ラーケーション
ラーニング（学習）とバケーション（休暇）を組み合わ
せた造語で、公立の小中学校と高校などで平日に年間3
日の休みが取れるという取り組み。保護者との校外学習
をするために設けられるもので、欠席扱いにはならない。

市
内
在
住
の
外
国
人
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て

問	

外
国
人
住
民
が
暮
ら
し
や
す
く
、
働
き
や
す
い
地
域
社
会
を
構

築
す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

答 

田
原
市
国
際
化
・
多
文
化
共
生
推
進
計
画
を
策
定
し
、
日
本
語

教
室
や
外
国
人
相
談
窓
口
、
生
活
情
報
の
多
言
語
化
な
ど
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
や
、
防
災
・
災
害
時
の
支
援
、
外
国

人
住
民
と
日
本
人
住
民
の
相
互
理
解
を
図
る
た
め
の
グ
ロ
ー
バ

ル
カ
フ
ェ
（
※
）
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。

問	

日
本
語
が
十
分
に
理
解
で
き
な
い
外
国
人
の
子
ど
も
に
対
す
る

教
育
支
援
の
考
え
は
。

答 

日
本
語
の
学
習
は
も
と
よ
り
、
学
校
生
活
や
日
本
の
生
活
習
慣

に
つ
い
て
の
学
習
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問	

外
国
人
住
民
に
対
す
る
防
災
講
座
の
効
果
を
、
市
は
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
。

答 

外
国
人
住
民
が
自
身
の
命
を
守
る
た
め
の
防
災
知
識
を
習
得
で

き
る
こ
と
に
加
え
、
地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

災
害
時
に
は
助
け
て
も
ら
う
だ
け
で
は
な
く
、
助
け
る
側
に
立

つ
共
助
の
精
神
を
育
み
、
地
域
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
促
す

問 	 お試し移住と仕事をセットにしたお試し移住補助
制度を整備する考えは。

答  今のところ考えはないが、今後も希望する仕事に
関する相談があれば関係機関と連携を図り、適切
なサポートをしていく。

問 	 これまでのニーズ調査で判明した、地域暮らしの
体験や地域の人々との交流を望む声に対応する制
度の展開とは。

答  滞在者同士や地域の方との交流場所の提供とし
て、民間のゲストハウスの活用促進を考えている。

問 	 お試し移住補助制度において、20泊を超えるよう
な長期的な滞在に対しても費用を補助しては。

答  今のところ実施の考えはないが、今後のニーズを
踏まえて判断していく。

問 	 豊橋市では県の奨学金返還支援制度に加え、独自の
支援制度を設けて支援期間を延長しているが、本市
も同様に独自の支援制度を作る考えはないのか。

答  支援期間の延長により、事業者の負担も増える。

県の支援制度は今年度から始まったばかりのた
め、引き続き事業者から意見聴取した上で判断し
ていく。

問 	 結婚支援センターの会員登録者を増やしていく取
り組みは。

答  紹介動画の作成や情報誌への掲載を計画的に実施
している。

問 	 恋サポLINEの登録者や成婚数についても目標値
を設定しては。

答  事業を実施していく中で、必要であれば新たな数
値目標の設定を検討していく。

人口増加施策について

事業を実施する中で、必要であれば設定を検討していく

恋サポLINEの登録者や成婚数も目標値を
設定しては
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取
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こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
よ
り
、
地
域
全
体

の
防
災
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
期
待
を
込
め

て
捉
え
て
い
る
。

問	

本
市
の
外
国
人
の
生
活
保
護
の
状
況
お
よ
び
対
応
方
針
は
。

答 

生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対
し
て
は
、
永
住
者
、
定
住
者
の

在
留
資
格
等
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、

こ
れ
ま
で
通
り
生
活
保
護
法
に
準
じ
た
措
置
を
行
っ
て
い
く
。

問	

法
に
基
づ
く
日
本
人
へ
の
生
活
保
護
と
、
通
知
に
基
づ
く
外
国

人
へ
の
生
活
保
護
に
準
じ
た
措
置
と
で
、
そ
の
決
定
に
関
す
る

審
査
や
生
活
状
況
に
関
す
る
指
導
等
で
、
日
本
人
と
外
国
人
と

の
取
り
扱
い
の
違
い
が
あ
る
の
か
。

答 

外
国
人
に
対
す
る
生
活
保
護
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
生
活
保
護

法
に
よ
る
日
本
人
の
生
活
保
護
同
様
、
決
定
時
の
審
査
、
生
活

状
況
に
関
す
る
指
導
に
違
い
は
な
い
。

赤羽根市民センター・赤羽根文化会館の再編について

問 	 赤羽根市民センター・赤羽根文化会館の再編の取
り組み状況と課題は。

答  田原市公共施設等総合管理計画の方針に基づき、
統合・複合化を前提に、必要な機能の選定、適正
な規模やコストを踏まえ、既存施設を取り壊す計
画で取り組んでいる。課題は、再編施設全体の在
り方と跡地利用などであり、赤羽根地域の将来展
望の中で、地域の意見も踏まえつつ進めていく必
要がある。

問 	 赤羽根地域コミュニティ連絡協議会からは、赤羽
根市民センター一帯の施設の方向性の説明と、参
加者に意見を聞く場を設けることを求める要望書
が提出されており、去る3月に住民との意見交換
会が開催されたが、どのような状況だったのか。

答  3市民館で延べ76名の方が参加し、4時間にわた
る活発な意見交換会だった。

問 	 新しい複合施設について、市民の意見はどのよう
に反映されるのか。

答  地域住民や施設利用者の意見を参考に、複合施設
にふさわしいものについては、当然反映していく。

問 	 赤羽根市民センターと赤羽根図書館の施設の複合
化について、具体的な整備の手法は。

答  現敷地内への複合施設の新設を第一候補に、さま
ざまな観点から総合的に検討している。

問 	 現敷地内が第一候補であるとした理由は。
答  市民の利便性やコストなどさまざまな観点からの

検討に加え、赤羽根地域コミュニティ連絡協議会
の意見等を踏まえて判断した。

問 	 跡地利用について市の考え方は。
答  市全体の土地利用の方針や市民サービスの在り

方、地域の活性化等を考慮し、民間活用を含めた
土地利用を考えて進める。

地域住民や施設利用者の意見を参考に反映していく

新しい複合施設について市民の意見は
どう反映されるのか
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地
域
の
外
国
人
住
民
と
日
本
人
住
民
が
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
や

困
っ
て
い
る
こ
と
等
を
話
し
合
い
な
が
ら
、
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
交
流
の
場
。
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動画へ
GO

※ＨＰＶ
ヒトパピローマウイルス（Human papillomavirus）の
略。子宮頸がんなどの原因となるウイルス感染症のこと。

※ラーケーション
ラーニング（学習）とバケーション（休暇）を組み合わ
せた造語で、公立の小中学校と高校などで平日に年間3
日の休みが取れるという取り組み。保護者との校外学習
をするために設けられるもので、欠席扱いにはならない。

問 	 基本施策の取り組み状況は。
答  地域の農業を将来にわたり維持・発展していくた

め、現在、地域農業の将来を計画として定める地
域計画の策定や、持続可能な農業を実現するス
マート農業の普及促進、農地中間管理機構と連携
した和地太田地区や、現在計画準備中の水門塚土
地区の基盤整備事業など、基本施策の取り組みを
推進している。

問 	 たはら農業プランの進行管理状況は。
答  特に重要と考えられる取り組みを重点プロジェク

トとして掲げ、着実かつ効果的な進捗を図るため、
毎年実績値を集計し、目標値に対する評価や取り
組み状況および今後の方向性について取りまと
め、関係部署間での共有を図り、計画に沿った適
切な進行管理を行っている。

問 	 重点プロジェクトは、全ての項目で年度の目標値
はクリアできているのか。

答  一部の項目において、まだ目標達成に至っていな
いものもあるが、プラン最終年に向けて、全ての

項目について目標達成できるよう、引き続き取り
組みを進めていく。

問 	 関連計画を含め、たはら農業プランの各施策との
整合性が取れているのか。

答  策定に当たり、農業分野の関連計画との整合性を
図っている。また、本年6月に改正・施行された
食料・農業・農村基本法に掲げられた理念のうち、
市が主体となって取り組むべき内容は、たはら農
業プランの9つの基本施策に内包されており、整
合性は取れているものと認識している。

問 	 食料・農業・農村基本法は、今後より具体的な方
向性が示されていくものと思うが、本市の農業施
策への影響をどのように対応していくのか。

答  国の動向をしっかり注視し、本市の農業振興に資
する情報を的確に捉え、本市農業の生産基盤、経
営基盤の強化が図られるよう、努めていく。

たはら農業プランの取り組みについて

整合性は取れているものと認識している

関連計画を含め、農業プランの各施策との
整合性が取れているか
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  浩
ひろし

村
むら

上
かみ

  誠
まこと

山
やま

上
かみ

  勝
かつ

由
よし

真
ま

野
の

  尚
ひさ

功
かつ

古
ふる

川
かわ

  美
み

栄
さか

岡
おか

本
もと

  禎
さだ

稔
あき

鈴
すず

木
き

  和
かず

基
もと

小
お

川
がわ

  貴
たか

夫
お

古
ふる

川
かわ

  幸
ゆき

宏
ひろ

中
なか

野
の

  哲
あき

伸
のぶ

内
ない

藤
とう

  喜
き

久
く

枝
え

中
なか

神
がみ

  靖
やす

典
のり

市民クラブ

柳
やなぎ

元
もと

  浩
ひろ

幸
ゆき

平
ひら

松
まつ

  昭
あき

徳
のり

公明党田原市議団

辻
つじ

  史
ふみ

子
こ

国民民主党田原市議団

中
なか

村
むら

  健
けん

太
た

郎
ろう

青嵐会

岡
おか

本
もと

  重
しげ

明
あき

お知らせ　information

日 月 火 水 木 金 土

開会時刻は１０時です。（3月１０日の総務産業委員会と３月１４日の予算決算委員会は１３時３０分からです。）
※日程および時間は、変更になる場合があります。

マークの日に、施政方針および一般質問の映像をケーブルテレビ・インターネットで中継していますので、ぜひご覧ください。
本会議・委員会は、誰でも傍聴できます。

2/23
天皇誕生日

24
振替休日

25 26 27 28 3/1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20
春分の日

21 22

23 24 25 26 27 28 29

令和 7年第１回定例会（３月定例会）会期
2月27日(木)～３月２1日(金)

本会議
(施政方針･議案審議)

本会議
（代表質問･一般質問）

本会議
（一般質問）

文教厚生委員会
総務産業委員会

予算決算委員会

議会運営委員会 本会議
(採決等)
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ここが聞きたい 般一 質 問

田原市議会だより 第96号（2025年1月）

問 	 給付金支給事業における申請者支援の在り方につ
いて、市の考えは。

答  簡潔で分かりやすい案内チラシの作成や周知の徹
底、申請相談体制を整えることが必要である。さ
らに、申請に一層の支援が必要な方は、各種委員
や事業者の方々との連携等、さまざまな取り組み
により、漏れなく申請できるよう支援することが
重要だと考えている。

問 	 定額減税補足給付金支給事業では541名、物価等
価格高騰支援給付金支給事業では49世帯の方々が
支援事業を辞退したと認識され支援が届かなかっ
たが、今後は全ての支給対象者が漏れなく申請で
きる支援策を考えているのか。

答  今後は対象者本人だけでなく、親族や周りの方を
含め、広く支給事業の周知を図るとともに、手続
きをできる限り簡便にし、引き続き相談しやすい
支援体制を取っていく。併せて、申請に一層の支
援が必要な方には各種委員や事業者の方々との連
携等、さまざまな取り組みにより、漏れなく申請
できるよう支援し、対象者の方がより多く受給で

きるよう努めていく。

問 	 ごみの分別について複雑・煩雑化がもたらす市民
への影響は。

答  生ごみの分別が増えることになるが、プラスチッ
ク類をまとめることで14区分から13区分へ区分
数を減らすなど、複雑にならないよう配慮した。
また、各地区自治会でごみの分別説明会を開催し、
変更内容に理解をお願いしてきた。

問 	 ごみ分別への対応が難しい市民に対する対応策
は。

答  認知機能の低下等の理由により、分別が難しい方
などから相談を頂いたら、パンフレットなどを活
用し、丁寧に説明をして対応する。

市民に優しいまちづくりについて

全ての支給対象者が申請できる支援策は

さまざまな取り組みにより、漏れなく申請できるよう支援する

動画へ
GO

辻
つじ

　史
ふみ

子
こ

真
ま

野
の

　尚
ひさ

功
かつ

山
やま

上
かみ

　勝
かつ

由
よし

柳
やなぎもと

元　浩
ひろ

幸
ゆき

内
ない

藤
とう

喜
き

久
く

枝
え

小
お

川
がわ

　貴
たか

夫
お

小
お

川
がわ

　金
きん

一
いち

岡
おか

本
もと

　重
しげ

明
あき

古
ふる

川
かわ

　幸
ゆき

宏
ひろ

中
なか

村
むら

健
けん

太
た

郎
ろう

鈴
すず

木
き

　和
かず

基
もと

中
なか

野
の

　哲
あき

伸
のぶ

内
ない

藤
とう

喜
き

久
く

枝
え

鈴
すず

木
き

　和
かず

基
もと

真
ま

野
の

　尚
ひさ

功
かつ

辻
つじ

　　史
ふみ

子
こ

村
むら

上
かみ

　　誠
まこと

中
なか

野
の

　哲
あき

伸
のぶ

山
やま

上
かみ

　勝
かつ

由
よし

小
お

川
がわ

　貴
たか

夫
お

中
なか

村
むら

健
けん

太
た

郎
ろう

内藤喜久枝
小
お

川
がわ

　金
きん

一
いち

岡
おか

本
もと

　重
しげ

明
あき

岡
おか

本
もと

  重
しげ

明
あき

青嵐会

　
令
和
5
年
か
ら
議
会
だ
よ
り
の
編
集
を
担
っ

て
き
ま
し
た
現
委
員
会
メ
ン
バ
ー
も
2
年
目
と

な
り
、
今
回
が
最
終
号
に
な
り
ま
し
た
。
一
人

で
も
多
く
の
市
民
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
簡
潔
な
表
現
を
心
が
け
、
写
真
等
を
多

く
す
る
な
ど
紙
面
の
構
成
を
工
夫
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
広
聴
に
も
力
を
入
れ
、
議
員
と

た
は
ら
ト
ー
ク
を
通
し
て
、
多
く
の
市
民
の
方
か
ら
意
見
を

頂
き
ま
し
た
。
市
民
ま
つ
り
で
も
議
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
議
会
の
活
動
等
に
つ
い
て
も
多
く
の
意
見

を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
今
後
の
広
報
広
聴
活
動
に
生
か

す
べ
く
、
来
期
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
し
っ
か
り
託
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
ま
で
議

会
だ
よ
り
を
愛
読
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
委
員
一
同
、
ご
支
援
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

編集後記

〈
広
報
広
聴
委
員
会
〉

委 

員 

長
内
藤
喜
久
枝

副
委
員
長
古
川　
幸
宏

委　
　

員
小
川　
貴
夫

村
上　
　
誠

岡
本　
重
明

小
川　
金
一

真
野　
尚
功

柳
元　
浩
幸

※
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
車

走
行
時
に
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
排
出
ガ
ス
を
出
さ
な
い
車
の
こ
と
。
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10月27日（日）に行われた田原市民まつりにおいて、議会広報に関するシールアンケートを実施しました。ア
ンケートにご協力いただいた皆さま、ありがとうございました。アンケート結果は今後の広報広聴活動に生か
していきたいと思います。
※設問により回答者数に変動があります。また、円グラフは全体の回答者数と割合、棒グラフは世代ごとの回
答者数を表しています。

議会広報に関するアンケート結果

1. 議会だよりについて 2. 議員とたはらトークについて

3. ティーズ・インターネットの議会中継について 4. 議会のユーチューブ配信について

読んでいない
157

182

0

18歳未満
2 2 1 参加したことがない 0

読んでいる
時々読んでいる
読んでいない

18～39歳

40～64歳

65歳以上

50 100 150 200 250

23227％
41％

32％

読んでいる

時々読んでいる

シールアンケート
実 施 日：令和6年10月27日
実施場所：田原市民まつり会場
回 答 数：571

40

7％

24％ 41％

8％

51％
69％

見ている

135
時々見ている 231

やってほしい

42
やらなくてもよい

388
見たことがない 287

どちらでもよい

知らない
336

52

59％

9％

32％

参加したことがある

180
参加したことがない

シールアンケート
実 施 日：令和6年10月27日
実施場所：田原市民まつり会場
回 答 数：563

シールアンケート
実 施 日：令和6年10月27日
実施場所：田原市民まつり会場
回 答 数：568

シールアンケート
実 施 日：令和6年10月27日
実施場所：田原市民まつり会場
回 答 数：560

0

18歳未満

18～39歳

40～64歳

65歳以上

50 100 150 200 250

0

18歳未満
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40～64歳

65歳以上
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18～39歳
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65歳以上
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見ている
時々見ている
見たことがない

やってほしい
やらなくてもよい
どちらでもよい

参加したことがある
参加したことがない
知らない

51

35

101
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89 33

51 63

50
1
27

16

34 77 52
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見ている 0
7 51

7 22

20 51 70

13 55 151

116

20

61

93

57 18 61

10 118

10 71

37
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12月12日
文教厚生委員会研修報告会

10月27日
田原市民まつり

11月23日
設楽ダム本体工事着工式

市民の皆さまに議会への関心を深めてもらうために、パネル
展示や動画上映等を行いました。その他、今後の広報広聴活
動の参考にするため、シールアンケートを実施しました。

10月2日～5日
韓国訪問

新型コロナウイルス感染症の流行で途絶えていた
交流を再開するため、議長が市長と共に姉妹都市
である韓国ソウル特別市銅雀区を訪問しました。

議
会
の
活
動

議
会
の
活
動

11月6日
設楽町議会・田原市議会議員
交流会

本市議会の議員が設楽町を訪れ、設楽ダ
ムの工事現場を共に視察するなど、交流
を図りました。

12月12日
総務産業委員会研修報告会

令和6年度中に実施した研修や政策提言等について、
市と情報共有しました。文教厚生委員会では、部活
動の地域移行や地域包括ケアについて報告しました。

議長が式典に出席し、ダム本体の建設工
事に着手したことをお祝いしました。

令和6年度中に実施した研修や政策提言等について、
市と情報共有しました。総務産業委員会では、一次
産業を生かしたまちづくりについて報告しました。

▪募集期間 令和7年2月28日（金）まで（直接持参の場合は執務時間内・郵送の場合は締切日必着）
▪応募方法 二次元コードなどから議会ホームページにアクセスし、申込書に必要書類を添えて提出

してください。
 「田原市広告取扱要綱」「田原市広告掲載基準」「田原市議会だより広告掲載要領」
 「田原市議会だより広告募集要項」をよく読み、規定を遵守してください。
▪選考方法 広報広聴委員会で審査し、応募者多数の場合は議会だより広告掲載要領
 第8条の規定に基づき決定します。

有料広告募集
田原市議会では、地域経済の活性化を目的として
「田原市議会だより」に掲載する有料広告を募集します。
▪掲載位置 最終ページ下段（16ページをご覧ください）
▪募集枠数 2枠（枠サイズ:縦55mm×横85mm）
▪掲 載 号 令和7年4月15日号～令和8年1月15日号（全4回）
▪掲 載 料 年41,880円（10,470円/回）
▪参考情報 A4版カラー刷り　年4回発行（1回約2万部発行）
 市内の全世帯等に配布、市役所・公共施設で配布

▪問い合わせ先　田原市議会事務局　☎0531-23-3533　  gikai@city.tahara.aichi.jp

ま
ちかど
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ン
タ
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田原市議会だより 第95号（2024年11月）

※財源確保のため、有料広告として掲載しています。広告については、田原市議会が推奨するものではありません。

パートさん
しその葉の摘み取り作業

しその葉の結束・パック詰め

（応募）まずはお気軽にお電話ください。

内職さん
募
集

TEL 0531-37-0447
（有）前田園芸 田原市江比間町二字郷中45

自宅：TEL0531-37-0447

パートさん
内職さん

20

子
ど
も
の
食
と
未
来
を

守
る
会
た
は
ら
の
皆
さ
ん

Vol.43

｜
｜

活
動
の
目
的
は
？

　
誰
も
が
健
康
で
幸
せ
に
共
生
で
き
る
よ
う
、
自
然
豊
か
な
渥
美

半
島
を
守
り
、
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
生
き
生
き
と
い
ら
れ
る
、

安
心
な
食
と
暮
ら
し
を
地
域
の
み
ん
な
で
実
現
し
て
い
く
こ
と
で

す
。

｜
｜

活
動
の
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

　
昨
年
行
わ
れ
た
『
食
の
安
全
を
守
る
人
々
』
の
上
映
会
と
、
山

田
正
彦
氏
の
講
演
会
に
参
加
し
て
、
現
代
の
食
に
危
機
感
を
持
ち

ま
し
た
。
同
時
に
食
生
活
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
的
な
生

活
が
送
れ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
実
際
に
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食

に
取
り
組
む
自
治
体
の
「
欠
席
が
10
分
の
1
に
減
っ
た
」「
ア
ト

ピ
ー
が
改
善
さ
れ
た
」「
行
動
が
落
ち
着
い
た
」
な
ど
と
い
う
報

告
か
ら
、
食
の
大
切
さ
を
感
じ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

｜
｜

こ
れ
ま
で
に
行
っ
て
き
た
活
動
は
？

　
・	

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
調
査
と
行
政
へ
の
働
き
か
け

　
・	

生
産
者
と
の
交
流
と
農
法
の
勉
強
会
及
び
、
野
菜
や
米
作
り

の
実
践

　
・	『
夢
み
る
給
食
』
の
上
映
会

｜
｜

『
夢
み
る
給
食
』
に
つ
い
て
の
思
い
は
？

　
広
く
市
民
の
皆
さ
ま
に
食
に
つ
い

て
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
給
食
の

大
切
さ
を
一
緒
に
考
え
る
時
間
に
し

た
い
と
の
思
い
で
開
催
し
ま
し
た
。
生

産
者
や
関
連
す
る
団
体
の
ブ
ー
ス
を

設
け
た
り
、
植
物
療
法
士
の
森
田
敦
子

氏
の
講
演
会
を
同
時
開
催
す
る
な
ど
、

関
心
の
な
い
方
に
も
足
を
運
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

｜
｜

上
映
会
の
結
果
は
？

　
2
日
間
で
1
5
0
名
以
上
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
か
ら
は
「
知
ら
な
い
こ
と
を
知
れ
て
よ
か
っ
た
」「
田
原

市
で
も
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を
実
現
し
て
ほ
し
い
」「
希
望
が
持

て
て
元
気
に
な
っ
た
」
な
ど
、
嬉
し
い
言
葉
を
た
く
さ
ん
頂
き
、

今
後
の
活
動
の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

｜
｜

今
後
の
取
り
組
み
は
？

　
楽
し
め
る
活
動
を
通
し
て
、
よ
り
安
全
な
食
や
、
次
世
代
へ
つ

な
げ
る
農
業
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え
る
場
を
提
供
し
、
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を
通
し
て
、
自
然
豊
か
な
こ
の
地
域
へ
の
愛
着
を

育
て
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
聞
き
手:

真
野
尚
功
）
令
和
６
年
９
月
取
材

広告枠 広告枠
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皆
さ
ん
の
活
動
へ
の
思
い
は
。

柳や
な
ぎ 

田だ 

は
る
か 

さ
ん

　
16
歳
の
時
、
網
膜
色
素
変
性
症
と
い
う
難
病
と
診
断
さ
れ
、
20

代
で
ほ
と
ん
ど
目
が
見
え
な
く
な
っ
て
、
日
常
生
活
も
困
難
に

な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
で
き
な
い
こ
と
が
増
え
る
な
ら
、

で
き
る
こ
と
を
増
や
し
た
い
、
視
覚
障
害
者
の
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
理
解
を
深
め
、
視
覚
障
害
者
の
人
が
住
み
や
す

く
、
生
活
し
や
す
い
社
会
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
音
楽
活
動
は
、
8
年
前
に
な
ん
と
な
く
始
め
た
ギ
タ
ー
が
き
っ

か
け
で
す
。
い
つ
も
何
を
す
る
に
も
、
や
っ
ぱ
り
誰
か
の
お
世

話
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
中
で
、
音
楽
は
見
え
る
見
え

な
い
に
関
係
な
く
、
一
緒
に
楽
し
め
る
と
い
う
の
が
す
ご
く
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
目
が
見
え
な
く
な
っ
た
時
、
私
は
も
う
誰
の

力
に
な
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
助
け
て
も
ら
う
だ
け
の
人
生
な

ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
が
福
祉
施
設
で
歌
を
歌
っ

た
時
、
心
か
ら
の
あ
り
が
と
う
を
言
っ
て
も
ら
い
、
私
に
も
で

き
る
こ
と
が
あ
る
ん
だ
と
涙
が
溢
れ
ま
し
た
。
見
え
な
い
か
ら

こ
そ
、
音
楽
の
力
で
障
害
の
壁
を
越
え
、
音
楽
に
乗
せ
て
私
の

思
い
を
た
く
さ
ん
の
人
に
届
け
て
い
き
た
い
で
す
。

又ま
た 

川が
わ 

明あ 

希き 

さ
ん

　
聴
覚
障
害
は
、
一
見
障
害
が
あ
る
と
気
付
い
て
も
ら
え
ず
、
常

に
孤
独
を
感
じ
て
い
ま
す
。
人
の
会
話
の
中
に
入
っ
て
も
話
が

分
か
ら
な
い
。
筆
談
や
手
話
が
面
倒
だ
か
ら
と
話
を
し
て
も
ら

え
な
い
。
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
楽
し
い
空
間
に
自
分
だ
け
交
わ
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
笑
っ
て
い
る
け
ど
悲
し
い
…
。
笑
っ
て
い

る
け
ど
寂
し
い
…
。
そ
ん
な
思
い
を
感
じ
る
こ
と
が
少
し
で
も

減
る
よ
う
に
、
手
話
歌
を
通
し
て
手
話
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
聞
こ
え
な
い
人
は
、
意
外
と
皆
さ
ん
の
近
く
に
い
ま
す
。
日

常
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
や
災
害
時
、
聞
こ
え
な
い
人
に
ど
の
よ

う
に
接
し
た
ら
よ
い
の
か
を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　
神
戸
小
学
校
教
諭
　
青あ

お 

山や
ま 

篤あ
つ 

史し 

さ
ん

　
誰
で
も
楽
し
め
る
音
楽
を
届
け
た
い
と
い
う
二
人
の
思
い
に

共
感
し
、
一
緒
に
歌
い
始
め
ま
し
た
。
私
自
身
、
昔
か
ら
歌
え

る
先
生
を
夢
見
て
き
た
の
で
、
音
楽
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
に
夢
を
追
い
続
け
る
大
人
の
姿
を
見
せ
た
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
自
分
も
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
り
た
い
と
い
う
子
が
一

人
で
も
増
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

神
戸
市
民
館
ま
つ
り
で
感
動
的
な
歌

声
と
手
話
歌
を
披
露
さ
れ
た
皆
さ
ん

（
聞
き
手:

小
川
金
一
）
令
和
６
年
12
月
取
材


